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第
三
百
二
十
五
条
中
「
特
許
審
査
第
一
部
、
特
許
審
査
第
二
部
、
特
許
審
査
第
三
部
及
び
特
許
審
査
第
四
部
」を「
審

査
第
一
部
、
審
査
第
二
部
、
審
査
第
三
部
及
び
審
査
第
四
部
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
七
条
中
「
特
許
審
査
第
一
部
」
を
「
審
査
第
一
部
」
に
、「
特
許
審
査
第
二
部
」
を
「
審
査
第
二
部
」に
、

「
特
許
審
査
第
三
部
」
を
「
審
査
第
三
部
」
に
、「
特
許
審
査
第
四
部
」
を
「
審
査
第
四
部
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
制
度
審
議
室
及
び
情
報
技
術
統
括
室
並
び
に
業
務
管
理
企
画
官
）

第
三
百
二
十
九
条

総
務
課
に
、
制
度
審
議
室
及
び
情
報
技
術
統
括
室
並
び
に
業
務
管
理
企
画
官
一
人
を
置
く
。

２

制
度
審
議
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

工
業
所
有
権
制
度
の
改
正
に
関
す
る
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

二

工
業
所
有
権
に
関
す
る
法
制
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

３

制
度
審
議
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

情
報
技
術
統
括
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

工
業
所
有
権
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二

工
業
所
有
権
に
関
す
る
民
間
に
お
け
る
技
術
の
開
発
に
係
る
環
境
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
企
画
調
査
課
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

５

情
報
技
術
統
括
室
に
、
室
長
を
置
く
。

６

業
務
管
理
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
特
許
庁
の
所
掌
事
務
に
係
る
事
務
の
合
理
化
そ
の
他
の
業
務
管
理
に
関
す

る
特
定
事
項
の
調
査
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
並
び
に
企
画
、
立
案
及
び
評
価
に
参
画
す
る
。

三
百
三
十
一
条
中
「
国
際
課
」
を
「
国
際
政
策
課
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
方
式
審
査
室
及
び
登
録
室
）

第
三
百
三
十
三
条

審
査
業
務
課
に
、
方
式
審
査
室
及
び
登
録
室
を
置
く
。

２

方
式
審
査
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

工
業
所
有
権
に
関
す
る
出
願
書
類
の
方
式
審
査
に
関
す
る
こ
と
（
出
願
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

工
業
所
有
権
に
関
す
る
出
願
書
類
の
整
理
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
（
出
願
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

３

方
式
審
査
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

登
録
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

工
業
所
有
権
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

二

特
定
通
常
実
施
権
許
諾
契
約
に
よ
り
許
諾
さ
れ
た
通
常
実
施
権
の
登
録
に
関
す
る
情
報
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

５

登
録
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
百
三
十
四
条
の
見
出
し
を「（
国
際
出
願
室
、
国
際
商
標
出
願
室
及
び
特
許
行
政
サ
ー
ビ
ス
室
）」に
改
め
、
同
条

中
「
出
願
支
援
課
」
を
「
出
願
課
」
に
、「
登
録
室
及
び
特
許
行
政
サ
ー
ビ
ス
室
」
を
「
国
際
出
願
室
、
国
際
商
標
出
願

室
及
び
特
許
行
政
サ
ー
ビ
ス
室
」
に
改
め
、
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六

項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

国
際
出
願
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
出
願
（
特
許
法
及
び
実
用
新
案
法
の
規
定
に
よ
り
特
許
出
願
及
び
実
用
新
案
登
録
出
願
と
み
な
さ
れ
る
国

際
出
願
を
除
く
。）に
関
す
る
出
願
書
類
の
方
式
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

国
際
出
願
に
関
す
る
出
願
書
類
の
接
受
及
び
発
送
に
関
す
る
こ
と
。

三

国
際
出
願
に
関
す
る
出
願
書
類
の
整
理
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

３

国
際
出
願
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

国
際
商
標
出
願
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
出
願
書
類
の
方
式
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

二

国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
出
願
書
類
の
接
受
及
び
発
送
に
関
す
る
こ
と
。

三

国
際
登
録
出
願
に
関
す
る
出
願
書
類
の
整
理
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

５

国
際
商
標
出
願
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
百
三
十
五
条
を
削
り
、
第
三
百
三
十
六
条
を
第
三
百
三
十
五
条
と
す
る
。

第
三
百
三
十
六
条
の
二
を
削
り
、
第
三
百
三
十
七
条
を
第
三
百
三
十
六
条
と
し
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
意
匠
審
査
企
画
官
）

第
三
百
三
十
七
条

意
匠
課
に
、
意
匠
審
査
企
画
官
一
人
を
置
く
。

２

意
匠
審
査
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
意
匠
の
審
査
に
関
す
る
特
定
事
項
の
調
査
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
並

び
に
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

第
三
百
四
十
八
条
の
二
を
削
る
。

第
二
章
第
三
節
第
三
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
四
款

中
小
企
業
庁
顧
問

（
中
小
企
業
庁
顧
問
）

第
三
百
四
十
九
条
の
三

中
小
企
業
庁
に
、
中
小
企
業
庁
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

中
小
企
業
庁
顧
問
は
、
中
小
企
業
庁
の
所
掌
事
務
の
う
ち
重
要
な
施
策
に
参
画
し
、及
び
特
定
事
項
を
処
理
す
る
。

３

中
小
企
業
庁
顧
問
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
二
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
事
業
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
自
家
用
電
気
工
作
物
で
あ
っ
て
、
出
力
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
発
電
所
の
み
に
係
る
前
項

の
表
一
、
二
、
三
若
し
く
は
六
の
事
業
場
、
七
千
ボ
ル
ト
以
下
で
受
電
す
る
需
要
設
備
の
み
に
係
る
同
表
三
若
し
く
は

六
の
事
業
場
又
は
電
圧
六
百
ボ
ル
ト
以
下
の
配
電
線
路
を
管
理
す
る
事
業
場
の
み
に
係
る
同
表
六
の
」
を
「
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
自
家
用
電
気
工
作
物
に
係
る
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
、「
発
電
所
、
需
要
設
備
又
は
配
電
線
路

を
管
理
す
る
事
業
場
」
を
「
自
家
用
電
気
工
作
物
」
に
、「
を
次
条
」
を
「
が
次
条
」
に
、「
し
て
い
る
」
を
「
さ
れ
て
い

る
」
に
、「
同
表
三
又
は
六
」
を
「
前
項
の
表
第
三
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

出
力
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
発
電
所
（
水
力
発
電
所
、
火
力
発
電
所
、
太
陽
電
池
発
電
所
及
び
風
力
発
電
所

に
限
る
。）で
あ
っ
て
電
圧
七
千
ボ
ル
ト
以
下
で
連
系
等
を
す
る
も
の

前
項
の
表
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
六
号

の
事
業
場

二

出
力
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
発
電
所
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
電
圧
七
千
ボ
ル
ト
以
下
で
連

系
等
を
す
る
も
の

前
項
の
表
第
三
号
又
は
第
六
号
の
事
業
場

三

電
圧
七
千
ボ
ル
ト
以
下
で
受
電
す
る
需
要
設
備

前
項
の
表
第
三
号
又
は
第
六
号
の
事
業
場

四

電
圧
六
百
ボ
ル
ト
以
下
の
配
電
線
路

当
該
配
電
線
路
を
管
理
す
る
事
業
場

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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